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▼

第50回日臨技学会が５月24（木）～26（土）の３日間、東京国際フォーラムで開催されます。参

加される皆様は新しい「会員証」を必ず持参してください。従来の「会員証」では受付できません

ので、ご注意下さい。なお、平成13年度会費を納入済みで、まだ新しい「会員証」が届いていない

場合は従来の「会員証」と会費納入を証明する領収書を持参してください。

第50回　日本医学検査学会参加の皆様へ－注意－

５月に開催されます生涯教育推進講座をお知らせします。

平成13年度 生涯教育推進講座のご案内

日　　時 内 容 お よ び 講 師  会　場 担当部会 

鈴木英一（長瀬産業株式会社）  5月29日（火）18：30～20：00 アズウェル８階会議室 

教科 

B教科 情報 オーダリングシステムと検査システムの連携について 

平成13年度　通常総会（決算総会）開催のお知らせ
平成13年度決算総会が下記の要領で開催されます。平成12年度決算等に関する重要な総会です。

会員各位の多数の参加をよろしくお願いします。

Ⅰ．日　時：平成13年５月31日（木）18：30～20：00

Ⅱ．場　所：大阪市立大学医学部　４階　中講義室（大阪市立大学病院前）

第10回　学術部講演会
内　　容：「医療における過誤防止対策について」（仮題）
講　　師：医療法人 医真会　医真会八尾総合病院 森　　　功

松下電器健康保険組合　松下記念病院 熊田　　至

東京海上火災保険株式会社　特別補佐役（医療団体担当） 高岡　正幸

日　　時：平成13年６月30日（土）14：00～17：00

会　　場：未定



第41回近畿医学検査学会は、社団法人兵庫県臨床衛生検査技師会が担当し、下記の要領で開催さ
れます。

第41回近畿医学検査学会のご案内

テ ー マ：『生命
い の ち

・検査
い が く

・新生
み ら い

』～兵庫からの発信～
日　　時：平成13年10月27日（土）・28日（日）
学会会場：神戸国際会議場
公開講座：フォーラム

血　　液：人の命の大切さを感じて－白血病を語る－
輸　　血：安心して輸血をうけていただくために

教育講演：「DRG／PPS 検査室はどんな検査をするべきか？」 渡辺清明（慶應義塾大学）
「粒子線治療の実際」 菱川良夫（兵庫県立粒子線治療センター）

フォーラム
管理運営：医療改革と医学検査　－21世紀の展望と戦略－
公衆衛生：検査を取り巻く危機管理

シンポジウム
臨床化学：DRG／PPSにおける臨床化学の関わり
免疫血清：どこまでやるのか感染症検査
病　　理：病理標本作製の短縮化／迅速化
一　　般：寄生虫とその周辺
微 生 物：感染症検査の新たなる展開

教育カンファレンス
生　　理：これからの生理検査に求められるもの　－緊急時の判断と対応－
遺伝子・血液：白血病における微小残存病変

パネルディスカッション
輸　　血：異常反応時の輸血

スライドカンファレンス
細　　胞：迅速細胞診の現状　－判定に苦慮した症例－

演題・抄録〆切：
ホームページ　６月30日（土）、郵送　５月31日（木）
学会事務局　〒650-0012 神戸市中央区北長狭通４－５－５　神戸林ビル２F

社団法人　兵庫県臨床衛生検査技師会
TEL 078－334－0455 FAX 078－334－0451

記

平成13年度の会員証は３月10日までに会費入金の確認ができた会員に４月１日に届くように日
臨技から郵送されてきます。これ以降に会費を入金されたことが確認された会員には会員証が４
月に入ってからも届かない可能性がありますのでご注意ください。
会員証が未着の会員が大臨技の行事に参加される場合は、会費を納入したことと会員番号を受

付時にお申し出ください。各行事の責任者は手動で会員の参加登録をしてください。
新しい会員証は会員個人宛に二枚貼りのハガキで送られてきます。ハガキを開くと中に新しい

会員証が入っています。会員証は裏に接着剤が付いていますので、ゆっくりはがして裏面を合わ
せ、二つ折りにしてお使いください。受け取ったら必ずパスワードを変更してください。

会員証の発行に関するお知らせ（重要）



「第２回　大放技・大臨技合同フォーラム」開催報告

昨年に引き続き、�大阪府放射線技師会（大放技）との共催による「第２回大放技・大臨技合同
フォーラム」が、３月17日（土）午後３時から６時まで、大阪市立大学医学部基礎学舎４階大講義
室において開催されました。
１部のシンポジウム「医療環境問題－被爆と感染」では、両会の演者より職業被爆および院内感

染についての講演とディスカッションが行われ、２部の学術フォーラム「肝疾患の画像検査　パー
ト２（CT・MRI・ECHO）」では、肝疾患のMRI画像とエコー画像の同時映写をもとに両会の演者
と司会者を交え、互いの専門分野を生かしたスライドカンファレンス方式によるユニークな進行で、
肝疾患の画像検査についてより理解していただける内容でした。
今回は両会より多数の参加者があり内容についても大変好評でした。今後もこのような企画を進

め、会員の皆さまと共に他団体との交流でしか得られない知見を深めて行きたいと思いますのでど
うぞよろしくお願いいたします。




